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中性K中間子稀崩壊で素粒子標準理論の向こう側を探る

J-PARC KOTO実験
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（崩壊分岐比 3×10-11）

KOTO実験は2015年に収集した
データにより探索感度の世界記録
を約1桁更新。 現在の分岐比上限値 3×10-9
• 2016-18年に収集したデータでは探索感度 7×10-10 まで進んだ。その後もデータを継続的に
収集し、探索感度を上げている。

• 現在進行中のJ-PARC MR加速器の増強により、探索感度向上のペースアップが期待され、
今後3～4年のデータ収集でさらに標準理論予測値に迫っていく。


